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[町の動き 1(9月1日現在) 人口10，625人(-11) 男子5，012人(::1::0) 女子5，613人(-11) 世帯数3，434戸(-3)

1 



ま
る
で
自
分
の
孫
の
話
し
を
聴
い

て
い
る
よ
う
に
時
折
う
な
づ
き
な

が
ら
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
北
方
東
老
人
ク
ラ
ブ

み
ん
な
で
支
え
る

長
寿
の
よ
ろ
こ
び

3
第
二
十
五
回
川
内
町
老
人
福
祉
大
会

i

敬
老
の
日
の
九
月
十
五
日
、
町

内
の
お
年
寄
り
が
参
加
し
、
共
に

学
び
親
睦
を
深
め
よ
う
と
、
第
二

十
五
回
川
内
町
老
人
福
祉
大
会
が

中
央
公
民
館
大
ホ

l
ル
で
行
わ
れ

宇
品
7
し
九
九
。

大
会
は
、
九
時
十
分
か
ら
始
め

ら
れ
、
開
会
式
の
あ
と
表
彰
に
移

り
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
に

北
方
西
老
人
ク
ラ
ブ
の
高
須
賀
薫

明
さ
ん
(
八
十
八
歳
)
、
健
康
優
良

老
人
に
問
屋
の
近
藤
悪
さ
ん
(
八

十
三
歳
)
ほ
か
十
名
、
老
人
介
護

優
良
者
二
名
、
国
民
健
康
保
険
健

康
世
帯
三
十
四
世
帯
、
敬
老
作
文

優
秀
賞
入
賞
者
七
名
、
そ
れ
ぞ
れ

町
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

よ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
支
部
役
員

と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
、
ク
ラ

ブ
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
九
名
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
米
寿
(
八
十
八
歳
)
を
迎
え

ら
れ
た
二
十
九
名
に
県
知
事
か
ら

記
念
品
が
贈
ら
れ
、
金
婚
式
(
五

十
年
)
を
迎
え
ら
れ
た
十
八
組
の

方
々
と
百
歳
以
上
の
長
寿
者
(
ガ

リ
ラ
ヤ
荘
の
中
村
イ
ワ
さ
ん
百
歳
)

に
町
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
、
受
賞
者
代
表
謝
辞

の
あ
と
、
小

・
中
学
生
に
よ
る
敬

老
作
文
入
賞
作
の
発
表
が
あ
り
、

伊
賀
冨
美
枝
さ
ん
の
意
見
発
表
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
の
高

須
賀
秀
清
さ
ん
に
よ
る
大
会
宣
言

が
行
わ
れ
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

の
中
に
終
了
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
今
年
結
成
さ
れ
た
ば

か
り
の
老
人
ク
ラ
ブ
合
唱
団
に
よ

る
「
荒
城
の
月
」
「
月
の
砂
漠
」
で

始
ま
り
、
カ
ラ
オ
ケ
、
日
本
舞
踊

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
披
露

さ
れ
、
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
は

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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一一 E震 iffi 
中村イワ 99歳ガリ フヤ荘 渡部タカヨ 98歳二軒屋

ドi 戸 キクヨ 97歳 ガリラヤオ工
大横綱

鷲里子政了 97歳ガリラヤ荘

松本カメノ 97歳八幡 高須賀スミヱ 96歳則之内 | 
相原ムメ 96歳吉久 福山 7 イ 96歳ガリラヤ荘

青野麻衛 95歳 Yi 場
横綱

渡部スミエ 95歳 吉 久

高須珂l 平 95歳竹之鼻

官里子ミツヨ 94歳吉久 111根トラ 94歳ガリフヤ荘
;g. 巻次郎 94歳曲里 大関 菅里T ミチエ 94歳八幡

コ本勅滋 94歳保免 :前回 タ ダ 94歳上之町

大野少女 93歳 則之内 佐々木リユ 93歳ガリフヤ荘

近藤岡 廃 93歳狩場 渡部ハ7ヨ 93歳永野

山下数義 93歳横灘団地2区 松 j事 松 枝 92歳保免

村尾 小 秀 92歳横灘団地2区 甘井アサ 92歳井内中

佐伯勇三日1I 92歳西 中 村 張出大関 森 シカ子 92歳 ガリラヤ荘

宇和川願 - 92歳 ケ谷 渡部イシ 92歳原

武智シカ 92歳下f中屋 松本ミサヲ 92歳西古市

桐野キクノ 92歳ガリラヤ荘 佐伯民感 92歳 音 田

福良英雄 92歳 f'fo免 佐伯ヨシ 92歳宮東

高 木 助 市 91歳品木 高須賀秀吉 91歳惣岡谷上

高 須賀敦美 91歳竹之鼻 富岡 タカヨ 91歳ガリラヤ荘

宇和川千代子 91歳 永 野 神里子 波 91歳天村

菅野政友 91歳八幡 近藤スエ子 91歳 ケ谷

向戸専平 91歳和 田 丸 関脇 松末シゲヨ 91歳吉久

佐伯ゴウ 91歳音田 里子口孫四郎 91歳井内上

大聖子 キシヨ 91歳 11日之内 渡部 シズエ 91歳中之町

古谷繁雄 91歳中 之 町 花山タカ 91歳八幡

近藤 クマヨ 91歳日浦 坪回マツヨ 91歳ガリラヤ荘

柴 田 ハ ル ヨ 90歳斉院之木 渡部ジツヨ 9C歳弥助成

近藤敏男 90歳ガリラヤ荘 青野 一 恵 90歳市場

甘井清務 90歳 井内中 渡部要太郎 90歳井内下

渡部 ワ サ 90歳下仲屋 渡部芳光 90歳 宝 泉

柏 熊次郎 90歳西 中 村 森 サツヨ 90歳 下 沖

池川正子 90歳宝泉 近藤ナミヨ 90歳ガリラヤ荘

桐岡ヨシミ 90歳ガ'Jラヤ荘
小結

渋谷キクエ 90歳横灘

波音1I イ シ 90歳保免 菅野イクヨ 90歳 天 神

二神ヤス子 90歳宝泉 字明l川美智恵 90歳 ーヶ谷

回 f中 ヨシミ 90歳ガリラヤ荘 東 太市 90歳井内下

福良 雪 90歳{ 果 免 渡部サワヨ 90歳惣田谷上

近藤クニエ 90歳ガリラヤ荘 塚本正行 90歳ガリラヤ荘

中本 カツ 90歳市 場 佐伯シズ 90歳相之谷

日里内 シヅエ 90歳 ガリラヤ荘

(平成 6年9月1tI現在)平成6年川内町長寿番付

※十両86歳、前頭87-89歳は、紙面の都合で害IJ愛させていただきます。



ヨ
ー
ガ
に
、
料
理
教
室
に
と

積
極
的
に
社
会
参
加
。

「
こ
ん
に
ち
は
。
カ
ギ
貸
し
て

い
な
。
」
元
気
な
声
が
中
央
公
民

館
事
務
室
に
響
く
。

高
須
賀
盛
美
さ
ん
で
あ
る
。
毎

週
水
曜
日
に
活
動
し
て
い
る
ヨ
ー

ガ
教
室
の
代
表
者
で
あ
る
。
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
の
ヨ

l
ガ
教
室

で
あ
る
が
、
い
つ
も
誰
よ
り
も
早

く
き
て
、
カ
ギ
を
あ
け
、
準
備
を

し
て
い
る
。

盛
美
さ
ん
は
、

こ
の
ヨ

l
ガ
教

室
を
平
成
三
年

に
中
央
公
民
館

の
講
座
か
ら
自

主
サ
ー
ク
ル
へ

引
き
継
ぐ
時
、

中
心
に
な
っ
て

取
り
ま
と
め
ら

れ、
A
7
も
、
代
表

者
と
し
て
ヨ

l

ガ
教
室
を
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。

「
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
が
ん
ば

れ
る
ん
で
す
か
?
」
と
尋
ね
る
と
、

「体
を
使
う
こ
と
は
、
苦
に
な
ら

な
い
。
人
の
世
話
に
は
な
ら
ず
、

人
の
世
話
を
す
る
の
が
モ
ッ
ト
ー

じ
ゃ
」
と
の
こ
と
。
人
の
世
話
に

は
な
り
た
く
な
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
毎
月
第
二
土
曜
日
の
男
性
料

理
教
室
に
も
参
加
す
る
よ
う
に 高

須
賀
盛
美
さ
ん

(
七
十
八
歳
・
竹
之
鼻
)

介
。
っ
か
~
。
宇品ふ戸」、

そ
の
つ
な
が
り
で

松
山
の
男
性
料
理

教
室
へ
も
参
加
し

て
い
る
。

と
も
か
く
、
何

か
あ
れ
ば
、
町
の

行
事
で
あ
ろ
う
が
、

公
民
館
の
行
事
で

あ
ろ
う
が
、
婦
人

会
行
事
で
あ
ろ
う
が
積
極
的
に
参

加
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
「
そ
れ
が
ど
ん
な
に
つ
ら
い
こ

と
で
も
、

自
分
の
た
め
に
な
る
と

思
っ
て
や
っ
て
い
る
」
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
盛
美
さ
ん
の
一
日
は
、

ま
ず
、
朝
コ
ッ
プ

一
杯
の
水
を
飲

む
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
午
前
中
に

健
康
セ
ン
タ
ー
の

一
階
、
運
動
指

導
室
で
体
を
ほ
ぐ
す
と
と
も
に
心

も
ほ
ぐ
し
(
人
と
会
話
す
る
こ
と

に
よ
り
て
午
後
野
菜
作
り
に
汗

を
流
す
。

な
に
ご
と
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
盛
美
さ
ん
を
見
て

い
る
と
、
頭
が
さ
が
る
思
い
と
と

も
に
、
わ
た
し
た
ち
も
こ
う
あ
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
老
い
」
と
は
、
自
分
自
身
が

老
け
込
む
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
な
に
ご
と
も
、
自
分
を
育

て
る
肥
や
し
だ
と
思
っ
て
、
楽
し

く
学
習
す
る
こ
と
が
、
今
、

一
番

だ
い
じ
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

温
泉
郡
区
選
出
愛
媛

県
議
会
議
員
定
数
増

に
関
す
る
要
望
署
名

の
報
告

町
議
会
で
は
、
混
泉
郡
区
の

県
議
定
数
の
極
端
な
不
公
平
感

を
な
く
す
べ
く
、
選
挙
区
人
口

に
比
例
し
た
公
平
な
定
数
を
求

め
る
た
め
、
温
泉
郡
三
町
議
会

の
協
議
に
よ
り
、
定
数
増
の
要

望
署
名
を
、
川
内
町
に
お
い
て

は
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
皆
さ
ん

に
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
結

一
果
、
四
、
六
七

O
名

(五
十
七
・

九

%
)
の
署
名
を
い
た
だ
き
、

八
月
三
十
日
に
重
信
町
、
中
島

町
と
合
わ
せ
て
、
岡
田
県
議
会

議
長
に
宜
接
提
出
い
た
し
ま
し

た。
今
後
に
お
い
て
は
、
温
泉
郡

議
長
会
に
お
い
て
推
移
を
見
守

り
、
努
力
を
い
た
す
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

宇品
1
v
、九心。
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力メ5
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‘軟式野球大会 8/14・15
通称と盆里子球と大会カ官、開催され、中学

生、高校生、大学生、社会人が、入り乱れ

ての熱戦がくり広げられました。

試合結果は、次のとおりです。

~~変
保育園児・中学生による太鼓、川中ブラスパンドの演

奏で始まった夏まつりは、大勢の人がくり出し、夏を満

喫しました。

なお、前日には前夜祭として、忍者戦隊カクレンジャー

ショーがあり、チビッコ達でにぎわいました。

[川内町夏祭り mt

企
保
育
園
児
の
太
鼓

第9回川内町夏祭り
踊り連コンテスト結果

4-

三恵ホーム連

北方西部連

前松瀬川連

南方西部連

北方東部連

南方東部連

町西部連

河之内連

町東連

則之内東連

横灘団地連

西奇連

役場連

優勝

準優勝

町長賞

町議会議長賞

教育委員長賞

商 工 会 長 賞

観光協会長賞

藤葉幸加弥賞

敢闘賞

努 力賞

熱演賞

ユ ー モ ア 賞

アイデア賞



|少年球技大会 t
夏まつりの翌日の 8月21日に川上小

学校で少年球技大会が開催されました。

男子はソフトボール、女子はミニバ

レーボールで熱戦がくり広げ、られまし

た。

地下空間利用技術検討委員会砂

8月29日に中央公民館において地下

空間利用技術検討委員会が開催されま

した。

今回の委員会では、今までの調査結

果をもとに、地下空間のより具体的な

利用方法が検討されました。

-5一

〈試合結果)

Oソフトボール Oミニバレーボール

優勝東奇 優勝西奇

準優勝南方東 準優勝町東

第 3位西奇 第 3位松瀬川

ィク 北方西

‘温泉郡消防団幹部研修会

去る 8月21日に温泉郡 3町の消防団

幹部が川内中学校グランドに集まり、

規律訓練等を実施しました。

その後、中央公民館ヘ移動し、消防

団の役割について研修しました。



力メ5レポ'-r
(町民運動会編)

4

司
落
と
し
た
ら
ア
力
ン

企患がぴったり
a‘ 

hv
砂
塵
舞
う
リ
レ
ー

A ナイス

キャッチグ

6ー

企どうじゃい、わらじの威力は?



第31回町民大運動会成績表

公民館対抗種 目(総合得点)

優勝 町東部 公民館 llL~， 
準優勝 北方西部公民館 101点
第 3位 南方東部公民館 89点
第 4位 則之内西公民館 87点
第 5位 横 灘 団 地公民館 83点、

第 6位 井内公民館 83点、

企ラムネの飲み方わかりません

(マレーシアの方も参加した ¥ 
インターナショナルな運動会でした/

位

町 東

町 東

前松i頼川

河之内

町東

則之内西

北方西

南方東

キャタピラー

クリーン大作戦

どんとふんでみよう

グランドボー リング

なわない競争

公民館対抗綱引き

公民館対抗リレー(女子)

公民館対抗リレー(男子)

第男。目種職域対抗リレー

1 .商工会青年部

2.東温 消 防 署

3 体育指導員

わが家め愛ドIし
満 1)授を迎えられる赤ちゃんの写莫とコメントを募集します。

コメン卜には名前 ・住所 ・生年月 日・ 両親の名前-赤ちゃんを紹介する簡単な言葉をそえ

て誕生日の前月末までに役場総務課広報係まで送って下さい。

ご昨鳥
居の

〉欠冊 子
男印)

ギえ克1

晃旦栄ヨ

母十く
て 五 ん

代E
合t 二E
=大こ ¥ J  

お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く

遊
ん
で

大
き
く
な
っ
て
ね
/

冗
気
に

満 1歳です/
ヲr
月R

高
須尚
賀き

次
父女衣ェ

霊え里j

月々

母甘ん
亜生
矢)

パ
パ
と
そ
っ
く
り
の
衣
里
ち
ゃ
ん
。

元
気
で
や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
下
さ
い
。

ま
ち
A
m

話

題

八
月
七
日
、
北
方
の
大
興
寺
に

救
世
観
音
菩
薩
像
が
檀
家
の
有

志
の
寄
付
に
よ
り
建
立
さ
れ
ま
し

た。
当
日
は
、
ぼ
け
封
ビ
と
ぽ
っ
く

り
祈
願
の
近
郷
近
在
の
善
男
善
女

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

※
身
近
な
話
題
な
ど
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
ど
ん
ど
ん
役
場
総
務
課
広

報
係
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

合
⑮
二
二
二
二

有
線
二
一
一
一
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ト-取材メ今
回
は
、
中
学
生
海
外
派
遣
事

業
に
参
加
し
た
川
内
中
学
校
二
年

高
瀬
智
子
さ
ん
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
見
聞
録
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

~中学生海外派遣~

香
素
敵
で

一
番
大
切
な

夏

休

み

省
圃
刻
圃
・
・
ス
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a・
一
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川内中学校2年

高 瀬 智 子

今
年
の
夏
休
み
は

一
番
素
敵
で

一
番
大

切
な
夏
休
み
で
す
。

何
も
か
も
が
初
め

て
の
体
験
で
と
て
も

不
安
で
し
た
が
、
そ

ん
な
気
持
ち
を
一
瞬

に
吹
き
消
し
て
く
れ

た
の
が
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
優
し
い

笑
顔
で
し
た
。

私
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

は
、
ラ
ゲ
y
ト
さ
ん

一
家
で
し
た
。
私
の

未
熟
な
英
語
を

一
生

懸
命
に
聞
い
て
く
れ

る
優
し
い
お
父
さ
ん
の
ジ
ョ
ン
。

優
し
く
笑
顔
が
と
て
も
素
敵
な
わ

母
さ
ん
の
ジ
ュ
リ
ァ
。
学
校
で
習

っ
た
日
本
語
を
使
っ
て
話
し
て
く

れ
る
お
姉
さ
ん
の
ボ
ニ

l
o
家
族

の
難
し
い
英
語
を
易
し
く
し
て
伝

え
て
く
れ
る
妹
の
ナ
タ
リ

1
0
と

て
も
陽
気
で
、
明
る
い
、
親
子
と

い
う
よ
り
も
友
達
と
い
っ
た
感
じ

の
家
族
で
し
た
。
こ
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
も
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

レ
ッ
ス
ン
で
、
近
く
の
ボ
ン
ド
大

学
へ
通
い
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

歌
や
動
物
、
簡
単
な
英
語
な
ど
を

習
い
ま
し
た
。
日
本
の
学
校
よ
り

開
放
的
で
、
ゲ
ー
ム
感
覚
の
授
業

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
毎
日
違
っ
た
場
所

を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

一
番

思
い
出
す
の
は
、
ピ
ー
チ
ピ
ク
ニ

ッ
ク
で
す
。
ま
ば
ゆ
い
程
に
輝
き

三
十
キ
ロ
に
も
及
ぶ
、
ゴ
ー
ル
ド

コ
ー
ス
ト
。
青
く
て
広
い
海
は
、

地
平
線
が
丸
く
見
え
る
程
、
何
も

な
く
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
広
大

さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
た
場
所
で

?
し
ふ
に
。

見
る
も
の
全
て
が
新
鮮
で
、
毎

日
、
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

そ
の
数
多
く
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
の
生
活
の
中
で
発
見
し
た
も
の

で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
、

人
々
の
習
慣
、
衣
・
食
・
住
の
文

化
:
:
:
。
私
の
知
り
た
か
っ
た
事

や
発
見
の
要
素
に
な
り
そ
う
な
も

の
が
、
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
、
大
切

な
勉
強
の
場
で
し
た
。

私
が
困
っ
て
い
た
り
、
不
安
気

に
し
て
い
た
り
す
る
と
、
ジ
ュ
リ

ア
が
微
笑
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
い

つ
も
私
は
、
魔
法
で
も
か
け
ら
れ

た
か
の
よ
う
に
不
思
議
と
安
心
で

き
己
土
品
?
し
ふ
に
。

私
は
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
た
事

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
を
特

別
扱
い
せ
ず
家
族
同
様
に
扱
っ
て

く
れ
た
事
で
す
。
私
に
も
手
伝
い

の
割
り
当
て
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
私
は
本
当
の
優
し
さ
を
感
じ

る
と
共
に
、
本
当
の
家
族
に
な
れ

た
気
が
し
ま
し
た
。

そ
の
分
別
れ
は
辛
く
、
次
々
に

涙
が
こ
ぼ
れ
て
き
ま
し
た
。
ジ
ユ

リ
ア
が
私
に
魔
法
の
笑
顔
を
く
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
時
だ
け
は
効
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
も
う

一
度
こ
こ
へ
帰
っ
て
こ
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。

シ
ド
ニ
ー
で
の
二
日
間
は
、
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。
こ
の
頃
に
は
、
私
は
仲
間
と

の
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
別
れ

を
拒
み
た
い
と
思
う
様
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出

を
く
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
そ

の
嬉
び
を
共
に
し
て
く
れ
た
仲
間

と
別
れ
る
の
は
辛
い
も
の
で
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
家
族
、
異

国
の
地
を
共
に
し
た
二
十
一
人
の

仲
間
と
先
生
、
そ
し
て
た
く
さ
ん

の
思
い
出
。
私
の
大
切
な
大
切
な

宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
い
つ
の
日
か
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
訪
ね
、
再
会
を
喜
び
合
え
る
そ

の
時
の
た
め
に
、
自
分
が
成
長
で

き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

本
当
に
よ
い
体
験
を
さ
せ
て
項

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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後
遺

こ
の
夏
休
み
に
、
中
学
生
海
外

派
遣
事
業
に
参
加
し
た
高
瀬
智
子

さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
印
象
に
残

っ
た
こ
と
は
っ
」
の
聞
い
に
「
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
は
、
心
が
お

お
ら
か
で
、
と
て
も
日
本
に
興
味

を
持
っ
て
い
る
し
、
ま
た
好
意
的

で
し
た
。
そ
れ
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
、
高
校
生
に
な
る
と
簡

単
な
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
こ
と

を
知
っ
て
驚
い
た
」
そ
う
で
あ
る
。

滞
在
中
は
、
午
前
中
、
英
語
の

授
業
を
受
け
、
午
後
に
色
々
な
と

こ
ろ
を
見
学
し
た
が
、
片
言
の
英

語
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
は
、
な
か ネ

ッ
ト
ワ
l

つ

な
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図

れ
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
た
そ

う
で
あ
る
。

そ
の
も
ど
か
し
き
か
ら
、
「
二
学

学
期
に
入
っ
て
、
英
語
の
授
業
に

力
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
も
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
つ
い

て
、
「
日
本
人
は
、
相
手
に
あ
わ

せ
る
か
ら
ホ

l
ム
ス
テ
イ
す
る
場

平
家
の
落
人
伝
説
の
里

日
本
一
の
弓
の
名
人
源
為
朝
終
駕
の
地

あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
大
自
然

泣
可
け
川
井
山

1-

、-
J

事
、
l
a
，F

・

ae

め
凹

ど

智子さん

ム
口
は
い
い
が
、
ホ

l
ム
ス
テ
イ
を

受
け
入
れ
る
場
合
は
、
相
手
に
あ

わ
せ
て
し
ま
い
、
本
当
の
日
本
が

わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
の
で
は
な

い
か
」
と
感
じ
た
と
い
う
。

最
後
に
「
将
来
何
に
な
り
た
い

か
」
の
聞
い
に
、
「
設
計
士
(
建
築

士
)
に
な
り
た
い
」
と
ズ
パ
リ
。

高瀬

※
川
内
町
を
舞
台
に
生
き
生
き
と

演
技
(
活
動
)
し
て
い
る
役
者
さ

ん
(
人
)
を
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
き

の
よ
い
役
者
さ
ん
(
人
)
の
情
報

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(
役
場
総
務
課
広
報
係

含
六
六

二
二
二
二
)

免じ互会

新 J

お¥

も
祭
リ

主
催
滑
川
ふ
る
さ
と
塾
川
内
町
桜
花
塾

と

き

平

成

6
年
叩
月
旬
日
(
日
)
午
前
川
時

と
こ
ろ
滑
川
生
活
改
善
セ
ン
タ
グ
ラ
ン
ド
(
旧
滑
川
小
学
校
跡
地
)

も
よ
お
し
・
魚
の
つ
か
み
ど
り

・
弓
の
試
射

・バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

・
中
学
生
に
よ
る
川
中
太
鼓
の
披
露

・
滑
川
ふ
る
さ
と
産
品
即
売
ほ
か

参

加

料

肯

パ

l
ペ
キ
ユ

2
0
0
0円

(
3
0
0名
)

※
前
売
チ
ケ
ッ
ト
は
9
月
加
日
よ
り
発
売
中

前
売
り
券
の
お
求
め
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で

川
内
町
桜
花
塾
事
務
局
公
⑬
2
2
2
2
(
川
内
町
役
場
総
務
課
)
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同和教育

み
ん
な
の
幸
せ
を

願
っ
て

1教育委員会

人
権
意
識
を
ど
う
育
て
る
か

私
た
ち
は
、
生
ま
れ
た
時
か
ら

差
別
意
識
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
差
別
意
識
を
持

つ
よ
う
に
な
る
の
は
、
社
会
や
家

庭
の
影
響
が
大
き
い
の
で
す
。

同
和
問
題
は
、
人
間
の
生
き
方

に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
だ
け
に

家
庭
で
の
誤
っ
た
見
方
や
考
え
方

が
親
か
ら
子
ヘ
、
子
か
ら
兄
弟
姉

妹
へ
そ
し
て
子
供
達
か
ら
友
達
へ

と
広
が
っ
て
い
く
例
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
差
別
に
つ
い
て
理
論

的
に
教
え
る
の
は
学
校
の
役
割
で

あ
り
、
家
庭
で
は
「
差
別
を
見
逃

が
さ
な
い
許
さ
な
い
」
と
い
う
親

の
態
度
が
大
切
で
す
。
と
く
に
、

自
我
に
目
覚
め
ま
わ
り
を
手
本
と

し
て
模
倣
し
て
い
く
乳
幼
児
へ
の

接
し
方
が
第
一
段
階
と
し
て
見
直

す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

「一
二
つ
児
の
魂
、
百
ま
で
」
古
く

て
新
し
い
言
葉
を
し
っ
か
り
と
受

け
と
め
、
豊
か
で
素
直
な
心
を
育

て
た
い
も
の
で
す
。
例
え
ば
身
体

の
不
自
由
な
人
や
、
在
日
外
国
人

に
対
し
そ
の
困
難
や
条
件
に
も
負

け
ず
一
生
懸
命
に
生
き
て
い
る
姿

に
、
尊
敬
の
目
を
向
け
る
親
と
軽

与河

川内町同和教育研究大会

べ
つ
の
よ
う
な
ま
な
ざ
し
を
向
け

る
親
と
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
親

か
ら
う
け
る
判
断
と
行
動
は
、
正

反
対
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
親
が

家
庭
で
女
性
差
別
を
平
気
で
し
た

り
、
子
ど
も
の
人
格
を
認
め
ず
頭

ご
な
し
に
み
ん
な
の
前
で
叱
っ
た

り
す
る
こ
と
を
さ
け
、
話
し
合
っ

て
理
解
し
て
い
く
態
度
を
と
れ
ば

将
来
貝
の
よ
う
に
口
を
つ
ぐ
む
こ

と
も
な
く
明
る
く
人
を
差
別
す
る

よ
う
な
子
ど
も
に
育
つ
て
は
い
か

な
い
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
差
別

の
な
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

親
が
民
主
的
な
家
庭
を
築
く
こ
と

子
ど
も
が
学
校
で
、
ど
ん
な
こ
と

を
学
習
し
て
い
る
か
を
知
る
た
め

授
業
参
観
や
同
和
問
題
に
つ
い
て

の
懇
談
会
や
講
習
会
に
も
す
す
ん

で
参
加
し
、
子
ど
も
と
と
も
に
学

ぶ
姿
勢
が
大
切
で
す
。
子
ど
も
が

同
和
問
題
に
つ
い
て
学
習
す
る
と

き
「
よ
く
覚
え
て
帰
っ
て
わ
た
し

た
ち
(
両
親
)
に
も
教
え
て
ね
」

と
子
ど
も
に
言
え
る
態
度
を
と
る

か
、
「
世
の
中
は
、
そ
ん
な
甘
い

も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
態
度
に

出
る
か
で
、
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
き
ま

す。

子
ど
も
の
身
に
な
っ
て
み
れ

ば
、
学
校
で
学
ん
で
き
た
同
和
問

題
に
つ
い
て
、
両
親
が
熱
心
に
聞

い
て
く
れ
る
の
と
、
否
定
は
し
な

い
に
し
て
も
、
わ
ず
ら
わ
し
が
っ

た
り
反
発
的
な
態
度
を
と
る
の
と

で
は
、
子
ど
も
の
心
の
成
長
に
与

え
る
影
響
は
大
き
く
違
っ
て
き
ま

す
。
子
ど
も
が
親
の
態
度
を
見
て

「
こ
れ
は
、
と
っ
て
も
大
切
な
こ

と
な
ん
だ
な
」
と
感
じ
る
よ
う
に

育
て
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

人
の
立
場
を
理
解
す
る
こ
と
、

人
の
苦
し
み
が
わ
か
る
人
問
、
そ

れ
は
や
さ
し
い
心
の
あ
ら
わ
れ
で

す
。
現
在
は
、
も
う
す
っ
か
り
親

は
親
、
子
は
子
と
し
て
あ
ま
り
立

入
ら
な
い
人
も
多
く
、
心
の
底
で
、

う
ち
の
子
は
や
さ
し
く
な
い
と
嘆

く
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
し
か
し
そ
う
い
う
息
子

や
娘
に
成
長
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の

は
自
分
達
親
な
の
で
す
。

子
育
て
の
時
代
は
両
親
は
社
会

的
に
も
個
人
的
に
も
余
裕
の
な
い

忙
し
い
時
期
で
す
が
、
ど
う
か
社

会
的
に
も
、
又
自
分
達
の
家
庭
や

家
族
の
た
め
に
も
、
毎
日
の
生
活

の
中
の
小
さ
い
出
来
事
を
大
切
に

し
て
子
供
の
心
を
安
定
さ
せ
、
一

人
一
人
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な

子
ど
も
で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ

て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
人
間
尊
重
・

人
権
尊
重
の
原
点
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

4‘ 

実

色

弱

素
人
の
ど
自
慢
大
会

出

場

者

募

集

ハ
リ

日
月
四
日
出

午
後
7
時
開
演

会

場

川

内

町

中

央

公

民

館

出
場
資
格
川
内
町
内
在
住
者
ま

た
は
勤
務
す
る
者

(
以
前
に
最
優
秀
賞
受
賞
者

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)

募
集
人
員
加
名
以
内

(
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
)

募
集
締
切
叩
月
初
日
ま
で

ジ
ャ
ン
ル
歌
一
謡
曲

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先

川
内
町
教
育
委
員
会

(
宮
⑮
四
七
一
一
一
)

日

時



第

口

回

川

内

町

同
和
教
育
研
究
大
会

お
と
も
だ
ち

)11 

上
李小
え学
だ校

年の
ぞ
み

わ
た
し
は
、
こ
の
ま
え
、
う
め

ぐ
み
の
お
と
も
だ
ち
ぜ
ん
い
ん
の

な
ま
え
を
の
う
と
に
か
き
ま
し
た
。

ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
み
ん
な

の
な
ま
え
を
お
ぼ
え
た
か
っ
た
か

ら
で
す
。

ひ
と
り
ず
つ
の
な
ま
え
を
か
い

て
い
る
と
、
み
ん
な
の
か
わ
が
う

か
ん
で
き
ま
し
た
。
お
と
こ
の
こ

か
ら
、
し
ゆ
っ
せ
き
ば
ん
ご
う
ピ

ゅ
ん
で
か
き
ま
し
た
。

い
じ
わ
る
さ
れ
た
こ
、
い
じ
わ

る
し
た
こ
、
や
さ
し
い
こ
、
だ
い

す
き
な
こ
、
お
も
し
ろ
い
こ
、
か

わ
い
い
こ
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
こ
わ
い

こ
、
い
ろ
ん
な
こ
の
か
わ
が
う
か

ん
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
ま
え
わ
た
し
が

い
じ
わ
る
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
の

こ
と
を
お
・
も
い
だ
し
ま
し
た
。
そ

の
こ
は
い
つ
も
か
え
り
み
ち
で
わ

人
権
作
文

た
し
に
い
ヒ
わ
る
を
し
ま
す
。
わ

た
し
は
、
な
に
も
し
て
い
な
い
の

に
あ
つ
か
ん
べ
え
を
し
て
き
ま
す
。

だ
か
ら
つ
い
か
さ
で
そ
の
こ
を
た

た
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

み
み
の
し
た
に
す
こ
し
き
ず
が
で

き
て
、
あ
か
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
し
ま
っ
た
と
お
も
い

ま
し
た
。
く
ち
で
、
「
ど
う
し
て
、

あ
つ
か
ん
べ
え
を
す
る
ん
よ
o
」

と
き
け
ば
よ
か
っ
た
と
お
も
い
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
を
お
も
い
だ
す

と
、
い
ま
で
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
い
や

な
き
も
ち
に
な
り
ま
す
。

こ
ん
ど
は
、
や
さ
し
く
さ
れ
た

こ
と
を
お
も
い
だ
し
て
、
い
い
き

も
ち
に
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
が

ひ
と
り
で
あ
そ
ん
で
い
る
と
、
「
い

っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
。
」
と
こ
え
を
か

け
て
く
れ
た
と
も
だ
ち
が
い
ま
す
。

と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

「
い
っ
し
ょ
に
か
え
ろ
う
よ
「
い

っ
し
ょ
に
わ
え
か
き
し
ょ
。
」
と
い

う
と
も
だ
ち
の
こ
と
ば
を
き
く
と
、

と
も
だ
ち
は
い
い
な
あ
と
お
も
い

ま
す
。
そ
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と

な
か
よ
く
し
よ
う
と
お
も
い
ま
す
。

う
め
ぐ
み
の
と
も
だ
ち
の
な
ま

え
を
ぜ
ん
ぶ
か
い
て
み
て
、
み
ん

な
の
と
も
だ
ち
と
い
い
き
も
ち
で

い
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
お
も
い
ま

し
た
。う

め
ぐ
み
で
は
、
お
と
も
だ
ち

の
な
ま
え
に
、
さ
ん
を
つ
け
て
よ

び
ま
す
。
そ
れ
は
、
お
と
も
だ
ち

の
な
ま
え
を
た
い
せ
つ
に
す
る
と
、

お
と
も
だ
ち
の
こ
こ
ろ
も
た
い
せ

つ
に
で
き
る
か
ら
で
す
。
さ
ん
を

つ
け
て
な
ま
え
を
よ
ん
で
い
る
と
、

と
も
だ
ち
が
い
や
な
き
も
ち
に
な

る
こ
と
も
い
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

け
ん
か
も
し
ま
せ
ん
。

で
も
、
と
き
ど
き
も
の
の
と
り

あ
い
こ
で
け
ん
か
を
し
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
「
こ
れ
、

あ
た
し
の
よ
。
や
め
て
や
o
」
と
、

ら
ん
ぼ
う
に
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
、

0
0さ
ん
と
い
う
と
、
「
じ

ゅ
ん
ぱ
ん
に
と
っ
て
い
こ
。
」
「
こ

れ
つ
か
っ
て
い
い
よ
。
」
と
、
や
さ

し
い
こ
と
ば
が
で
で
き
ま
す
。
だ

か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
、
と
も
だ
ち

の
な
ま
え
は
た
い
せ
つ
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
い
ち
ね
ん
せ
い
ぜ
ん

い
ん
の
と
も
だ
ち
と
、
に
こ
に
こ

い
い
き
も
ち
で
い
た
い
な
と
お
も

い
ま
す
。

文化祭文化講演会

「人の心に花一輪」
桂小金治(タレント)

11月11日(金) 午後7時30分~

川内町中央公民館大ホール

聴講券 600円
取り扱い 教育委員会・文化協会加盟団体

人物・特徴・「ル yクル yクこんにちは」の涙のご対面コ ーナ の名司会者。

生年・学歴・大正15年10月6日東京都杉並区生まれ。旧制帝京商業学校卒業。
職歴・経歴・昭和22年、桂小文治の弟子となり、桂小竹を名のる。同24年二ツ目に昇進し、名を桂小金治に改める。同27年映画界

入り。 「抱かれた花嫁」をはじめ、 一連の花嫁シリ←ス(松竹)に出演し、下回]の脇役としてその存在を映画ファンに焼き付

ける。同30年頃からは、映画とあわせてテレビにも進出。ドラマに、司会に活躍する。同41年からはNE T (現テレビ朝日)
系列のワイドショ一番組「桂小金治アフタヌーンショー」のメイン司会者を担当。凶悪犯罪・悪政・不正・暴力など、世間
を騒がす事件の真相に迫り庶民の声を代弁して怒りをぶちまけるその真撃な態度に“怒りの小金治"と呼ばれる。同50年か

らは NTV rそれは秘密です」の司会を担当。不幸な運命によって別れ別れの人生を歩むことになった肉親や友人などの再
会の縁を取り持つコーナーでは、感動のあまりもらい泣きし“泣きの小金治"とも呼ばれる。このコーナーは、現在でも N
T V rルックル yクこんにちは」に受け継がれている。庶民的な風貌と人情味あふれる表情と言動で、全国のお茶の聞に人

気を獲得。落語家、俳優、タ レント、 司会と豊富な人生体験に基づいて語られる講演は、聞く人に多く の感動と教訓をもた

らせる。卓越した話術で、全国各地に好評を博す。

く講師プ口フィ ル〉
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「
わ
た
し

川
内
の
人
/
」

人
が
集
っ
て
活
動
す
る
と
、
そ

の
も
の
ス
パ
リ
だ
け
で
な
く
、
色

々
な
メ
リ
ッ
ト
が
浮
上
し
ま
す
。

そ
こ
が
魅
力
で
も
あ
り
ま
す
。

八
月
の
ボ
カ
シ
作
り
の
日
の
事

で
し
た
。

「
ボ
カ
シ
っ
て
何
?
と
、
ま
だ
言

っ
て
い
る
人
が
い
る
の
よ
」

「
え
っ
、
あ
れ
だ
け
川
内
広
報
で

知
ら
せ
て
い
る
の
に
:
:
:
」

「
広
報
を
読
ま
な
い
の
よ
。
で
も

そ
ん
な
の
川
内
の
人
と
違
う
ん

じ
ゃ
あ
な
い
か
な
。
川
内
の
事

の
載
っ
て
い
る
川
内
広
報
は
、

目
を
通
す
べ
き
よ
ね
」

と
の
会
話
が
耳
に
入
り
ま
し
た
。

ボ
カ
シ
に
し
て
も
、
ゴ
ミ
問
題

に
し
て
も
、
町
議
会
報
告
に
し
て

も
、
川
内
町
の
お
知
ら
せ
で
す
。

川
内
町
を
愛
す
る
な
ら
、
町
の

動
向
を
ち
ゃ
ん
と
と
ら
え
、
そ
の

中
で
の
自
分
を
見
失
な
わ
な
い
生

活
を
し
た
い
も
の
で
す
。

四
年
前
、
松
田
美
夜
子
先
生
が

ゴ
ミ
問
題
の
講
演
に
来
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
先
生
の
お
言
葉
が
今
も

鮮
明
に
私
の
頭
に
残
っ
て
い
ま
す
。

先
生
の
住
ん
で
お
ら
れ
る
川
口

市
の
五
歳
ぐ
ら
い
の
男
の
子
が
、

お
父
さ
ん
の
自
転
車
か
ら
、
高
校

生
の
お
兄
ち
ゃ
ん
を
じ
っ
と
見
て

い
た
ん
だ
そ
う
で
す
。

ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
で
い
る
お
兄

ち
ゃ
ん
が
、
そ
の
ジ
ュ
ー
ス
缶
を

何
処
へ
捨
て
る
か
を
:
:
:
。
す
る

と
ゴ
ミ
収
集
の
缶
入
れ
の
箱
ま
で

入
れ
に
来
て
、
通
り
す
、
ぎ
た
ん
だ

そ
う
で
す
。

「
お
父
さ
ん
、
あ
の
お
兄
ち
ゃ
ん

や
っ
ぱ
り
川
口
の
お
兄
ち
ゃ
ん

だ
っ
た
ね
」

と
、
そ
の
子
は
、
に
こ
に
こ
し
な

が
ら
言
っ
た
そ
う
で
す
。

私
は
、
講
師
の
先
生
が

一
時
間

話
さ
れ
た
中
で
、
こ
こ
の
お
話
、
が

一
番
好
き
で
忘
れ
得
な
い
一
言
と

な
り
ま
し
た
。

「
や
っ
ぱ
り
川
内
の
人
よ
ね
/
・
」

な
ん
て
、
い
い
言
葉
で
し
ょ
う

0

0

頼
ま
れ
た
訳
で
も
な
い
の
に

ゴ
ミ
収
集
場
所
を
見
守
り
、
き

ち
ん
と
片
付
け
て
お
ら
れ
る
人

O

道
路
に
転
が
っ
て
い
る
缶
を

そ
っ
と
拾
っ
て
お
ら
れ
る
人

O

道
路
端
に
花
を
育
て
、
通
行

す
る
人
の
心
を
和
ま
せ
て
下
さ

っ
て
い
る
人

O

子
供
達
よ
り
先
に
、
挨
拶
の

声
か
け
を
し
て
い
る
人

O

お
年
寄
り
の
話
に
、
耳
を
傾

け
て
い
る
人

O

若
者
や
婦
人
の
活
動
を
見
守

り
力
づ
け
て
い
る
人

O

ゴ
ミ
を
少
な
く
し
よ
う
と
各

方
面
に
努
力
し
て
い
る
人

O
弱
者
の
気
持
ち
の
分
か
る
人

O

福
祉
事
業
に
心
砕
い
て
下
さ

る
行
政
に
、
積
極
的
に
協
力
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
い
る
人

等
々
、
数
え
あ
げ
れ
ば
切
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。

「
わ
た
し
、
川
内
の
人
/
・
」

と
胸
を
張
れ
る
生
き
方
は
、

が
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
こ
そ
川
内
が
住
み
よ
い

町
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
一
人
ひ
と

り
の
小
さ
な
心
づ
か
い
が
、
川
内

を
、
う
ん
と
住
み
よ
く
し
て
く
れ

る
の
で
す
。

何
か
致
し
ま
し
ょ
う
よ
。

前
月
号
で
お
願
い
致
し
ま
し
た

ス
ポ
ー
ツ
用
具
と
音
楽
用
品
が
、

次
々
集
っ
て
お
り
ま
す
。

音楽用品
今
ま
で
の
分
を
福
田
先
生
に
届

け
さ
せ
て
項
き
ま
す
が
、
こ
れ
で

終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

も
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
婦
人
会

役
員
及
び
中
央
公
民
館
へ
届
け
て

下
さ
い
ま
せ
。

用
品
の
中
に
、
こ
ん
な
お
手
紙

しミ

か
スポーツ用具

が
入
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
ご

紹
介
さ
せ
て
項
き
ま
す
。

・
・
・
前
文
略
・
・
・
・

小
学
生
の
頃
、
笛
や
ピ
ア
ニ
カ

が
吹
け
な
く
て
、
何
度
も
何
度
も

練
習
し
て
:
:
:
音
楽
の
時
間
が
楽

し
み
に
な
っ
た
子
供
達
で
し
た
。

A
7
で
は
、
高
校
、
大
学
へ
と
進

み
、
押
し
入
れ
の
中
で
、
思
い
出

と
共
に
二
人
の
子
供
を
見
守
っ
て

く
れ
て
い
た
楽
器
で
す
。
再
度
利

用
し
て
項
け
る
様
に
な
り
、
き
っ

と
喜
ん
で
い
る
事
で
し
ょ
う
。

・
・
・
・
・
後
文
略
・
・

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

!
レ
ち
~
。

-12-

マ
ホ
カ
シ
作
り
・
販
売

(
ボ
カ
シ
・
石
け
ん
)

十
月
三
十
日
出
午
後
二
時
よ
り

四
時
ま
で
。

中
央
公
民
館
三
階
に
で
(
ナ
イ

ロ
ン
袋
を
一
枚
ご
持
参
下
さ
い
)

マ
ホ
カ
シ
販
売
に
つ
い
て

一
一
一
内
農
協
と
川
上
農
協
の
購
買

で
販
売
し
て
市
明
い
て
い
ま
す
。

V
石
け
ん
は
、
婦
人
会
役
員
さ
ん

に
申
し
出
て
下
さ
い
。
お
届
け
し

ま
す
。

一

川
内
町
婦
人
会

l
L



A
3
瓦

祉

敬

一百老
』?の

E室
の す4

業
ふ

並
れ~ひ
穴に
教
室

町
民
生
委
員
会
女
性
部
と
介
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
の
方
々
や
そ

の
他
大
勢
の
善
意
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
、
平
成
六
年

度
「
敬
老
の
家
事
業
」
と
併
せ
て

「
福
祉
と
の
ふ
れ
あ
い
教
室
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
二
十
四
日
を
待
ち
か
ね
た

お
年
寄
り
が
続
々
と
中
央
公
民
館

ヘ
つ
め
か
け
、
役
場
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
は
満
員
の
独
居
老
人
が
迎

え
ら
れ
て
会
場
に
降
り
立
ち
、
ヘ

ル
パ

l
の
車
も
ま
た
フ
ル
運
転
で

迎
え
に
行
き
、
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
は
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
車
で
何
度
も
車
椅

子
の
方
を
迎
え
て
く
る
。
元
気
な

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
も
所
定
の
席
に

つ
き
開
会
を
待
っ
て
い
る
。

十
時
か
ら
の
開
会
行
事
が
終
り
、

桜
井
武
男
先
生
の
「
生
き
甲
斐
を

求
め
て
」
の
講
演
と
な
る
。
先
生

は
開
口
一
番
「
私
は
八
十
七
歳
、

先
が
短
い
な
ど
と
思
っ
た
こ
と
は

無
い
」
と
次
々
と
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
健
康
管
理
の
大
切
さ
を
述
べ
ら

れ
た
。
先
生
が
実
行
し
て
お
ら
れ

る
こ
と
は
、
①
冷
水
摩
擦
、
②
な

る
べ
く
車
に
乗
ら
ず
歩
く
こ
と
、

③
早
朝
五
時
起
床
、
④
偏
食
を
せ

ぬ
こ
と
で
あ
り
、
外
に
腹
八
分
目

は
医
者
い
ら
ず
、
少
塩
、
少
油
、

風
呂
は
ぬ
る
く
、
私
は
枯
木
で
な

い
等
面
白
可
笑
し
く
説
か
れ
た
。

そ
し
て
気
持
を
若
く
、
根
性
気

塊
そ
れ
が
生
き
甲
斐
と
結
ば
れ
た
。

次
い
で
お
待
ち
か
ね
の
済
美
高

校
文
楽
部
の
乙
女
達
に
よ
る

「傾

城
阿
波
鳴
門
巡
礼
歌
の
段
」
の
人

形
浄
瑠
璃
と
な
り
、
三
味
線
の
音

も
重
々
し
く
椴
帳
が
揚
げ
ら
れ
た
。

そ
こ
に
は
十
郎
兵
衛
屋
敷
が
あ
り

乙
女
達
の
操
る
母
親
わ
弓
が
観
衆

の
注
目
の
中
に
端
然
と
坐
っ
て
い

る
。
そ
し
て
浄
瑠
璃
の
錆
び
た
声

に
促
さ
れ
て
巡
礼
姿
の
お
鶴
が
門

に
立
つ
:
:
:
そ
れ
か
ら
お
鶴
が
身

の
上
を
語
り
「
よ
そ
の
子
は
か
か

さ
ん
に
髪
結
う
て
も
ろ
う
た
り
、

夜
は
抱
い
て
寝
て
も
ろ
う
た
り
」

と
訴
え
、
自
ら
は
「
野
に
寝
た
り

山
に
寝
た
り
、
よ
そ
の
軒
の
下
に

寝
て
は
棒
で
叩
か
れ
」
と
嘆
き
悲

し
み
、
さ
な
が
ら
生
あ
る
も
の
の

よ
う
な
巡
礼
お
鶴
の
仕
草
に
老
人

達
は
涙
を
搾
ら
れ
「
さ
わ
り
」
で

は
二
度
三
度
と
惜
し
み
な
い
大
き

い
拍
手
を
送
り
時
の
経
つ
の
も
忘

れ
て
、
お
弓
に
お
鶴
に
な
り
き
っ

て
い
る
う
ち
に
三
十
分
間
の
上
演

が
終
り
、
ほ
っ
と
我
に
か
え
っ
た

様
子
で
し
た
。

昼
食
を
済
ま
し
懇
親
の
の
ち
ヘ

ル
パ

l
の
音
頭
で
「
我
等
人
生
六

十
か
ら
」
を
二
百
二
十
人
が
大
合

唱
し
閉
会
と
な
っ
た
の
は
午
後
一

時
三
十
分
で
し
た
。

老
人
達
は
異
口
同
音
に
「
よ
か

っ
た
、
よ
か
っ
た
。
面
白
か
っ
た
」

と
。
独
居
老
人
、
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
老

人
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ん

が
一
堂
に
会
し
楽
し
く
過
ご
し
て

ま
た
語
り
あ
っ
て
下
さ
っ
た
こ
と

は
大
き
い
意
義
が
あ
り
喜
ば
し
い

限
り
で
し
た
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
人
生
の
終

着
駅
だ
と
思
わ
ず
、
日
常
の
些
細

な
こ
と
に
で
も
、
有
難
い
、
勿
体

な
い
、
お
陰
様
で
、
喜
ん
で
、
感

謝
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
頑

張
っ
て
充
実
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て

新
人
ヘ
ル
パ
ー
で
す

丸

山

貴
代
美

私
の
名
前
は
丸
山
貴
代
美
。
先

輩
は
「
ま
る
ち
ゃ
ん
」
と
呼
び
ま

す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
な
っ
て

半
年
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
れ
で
い

い
の
だ
ろ
う
か
と
、
自
分
に
問
い

か
け
て
み
る
日
々
の
連
続
だ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

(
寝
た
き
り
や
独
り
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
が
い
る
家
庭
に
、
介
護

や
身
の
回
り
の
お
世
話
を
し
た
り

相
談
に
の
っ
た
り
す
る
)
こ
れ
が

ヘ
ル
パ

l
の
仕
事
で
す
。
人
、
そ

れ
ぞ
れ
考
え
方
の
違
い
、
性
格
の

違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
つ
く
づ

く
た
い
へ
ん
な
仕
事
だ
と
思
い
ま

す
。
が
、
私
は
私
な
り
に
、
相
手

は
何
を
望
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
考
え
、
誠
意
を
も
っ
て
接
し
て

い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
さ
り

げ
な
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る

先
輩
方
。
私
に
は
よ
き
相
談
相
手

で
あ
り
、
よ
き
理
解
者
で
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い
な

が
ら
、
少
し
ず
つ
で
も
先
輩
に
近

づ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
、
あ
た
た

か
い
思
い
や
り
を
訪
問
先
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
未
熟
な
私
に
「
あ

り
が
と
う
」
と
言
っ
て
下
さ
っ
た

障
害
者
の
方
、

「頑
張
っ
て
ね
」

「
気
を
つ
け
て
ね
」
と
お
年
寄
り

の
方
か
ら
・・・:・
何
よ
り
私
を
支
え

て
く
れ
る
言
葉
で
す
。
そ
ん
な
方

々
の

一
生
懸
命
生
き
て
い
る
姿
に

す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
皆
さ
ん
に
会

い
に
行
き
ま
す
。

「
ょ
う
来
た
な

あ
」
と
笑
顔
で
迎
え
て
下
さ
い
。

η六
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一国
民
年
金

V
「
国
民
年
金
制
度
推
進

月
間
」
に
つ
い
て

十
月
及
び
十

一
月
は
、
「
国
民

年
金
制
度
推
進
月
間
」
で
す
。

期
間
中
は
、
県
・
社
会
保
険
事

務
所
・
市
町
村
が

一
体
と
な
っ
て

住
民
の
皆
様
に
国
民
年
金
制
度
に

対
す
る
理
解
を

一
層
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
広
報
活
動
を
県
下
各

地
で
展
開
し
ま
す
。

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
た
現

在
、
今
後
予
想
さ
れ
る
超
高
齢
化

社
会
に
向
け
て
、
老
後
生
活
の
安

定
を
社
会
全
体
で
考
え
、

b
E
い

に
助
け
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。こ

う
し
た
状
況
で
、
公
的
年
金

制
度
の
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所

得
保
障
と
し
て
欠
か
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
制
度
は
、
二
十
歳
か

ら
六
十
歳
ま
で
の
国
民
全
員
が
加

入
し
保
険
料
を
納
め
て
、
お
年
寄

り
の
世
代
を
支
え
、
自
分
た
ち
が

年
を
と
る
と
、
次
の
世
代
の
人
々

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
「
世
代
と

世
代
の
助
け
合
い
」
の
仕
組
み
で

す。
愛媛の国民年金の状況(平則前月末現在)

被保険者(年金に加入している人).受給権者(年金を受けている人)

@@  

@@)  

@)@) 

@>@> 

@@)  

@@)  

@@)  

@@)  

@@>  

@@  

年金額

99，835百万円

且内一一
@)@> 

@>@  

保険料額

19，772百万円

二
十
歳
か
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、
現

在
の
お
年
寄
り
を
支
え
る
だ
け
で

な
く
、
自
分
自
身
の
安
定
し
た
老

後
生
活
を
確
実
な
も
の
に
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

い
き
い
き
と
し
た
豊
か
な
老
後

を
迎
え
る
た
め
に
、
国
民
年
金
制

度
を
正
し
く
理
解
し
、
若
い
時
か

ら
し
っ
か
り
と
し
た
老
後
の
生
活

設
計
を
し
ま
し
ょ
う
。

V
「
松
山
年
金
相
談
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
」
開
設

被保険者数

365，602人

平
成

6
年
叩
月
7
日
か
ら
松
山

市
一
番
町
3
丁
目
に
「
松
山
年
金

相
談
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
が
開

設
さ
れ
、
厚
生
年
金
・
国
民
年
金

の
年
金
相
談
や
年
金
の
請
求
手
続

き
な
ど
が
で
き
ま
す
。

場

所

松

山

市

一

番

町

3
丁
目

3
番
地

3
(
案
内
図
参
照
)

業
務
取
扱
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

8
時
初
八
刀

1
ロ
時

3
土
寸

1
7土
寸

τ
1
4
門

H
H

唱

E
i
門

Hμ

(
た
だ
し
、
土
・
日
・

祝
祭
日
、
年
末
年
始
は

休
み
)

取
扱
業
務

年
金
に
関
す
る
相
談

年
金
の
請
求
手
続
き

源
泉
徴
収
票
、
年
金
額

改
定
通
知
書
な
ど
の
再

交
付
(
再
発
行
)

松山年金相談サービスセンターの案内図

国

保

退
職
者
医
療
制
度

会
社
や
役
所
な
ど
を
退
職
し
た

人
や
、
そ
の
家
族
が
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
た
場
合
、
一
定
の
条

件
を
満
た
し
た
と
き
「
退
職
者
医

療
制
度
」
に
よ
っ
て
診
療
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

-園周圃・・・・・

O
対
象
と
な
る
人

退
職
者
本
人
の
場
合

①
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ

と。

②
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど

か
ら
老
齢
(
退
職
)
年
金
を

も
ら
っ
て
い
る
人
ま
た
は
こ

れ
ら
の
加
入
期
聞
が
初
年
以

上
、
あ
る
い
は

ω歳
を
過
ぎ

て
か
ら
年
金
加
入
期
聞
が
叩

年
以
上
の
通
算
老
齢
(
退
職
)

年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人
。

③
老
人
保
健
の
適
用
を
受
け
て

い
な
い
人
。

扶
養
家
族
の
場
合

①
退
職
者
本
人
の
直
系
尊
属
、

配
偶
者
(
内
縁
関
係
で
も
よ

い
)
及
び
三
親
等
内
の
親
族
。

②
退
職
者
本
人
と
同
一
世
帯
で

主
に
退
職
者
本
人
の
収
入
に

よ
っ
て
生
活
し
て
い
る
人
。

O
診
療
を
受
け
る
と
き

病
院
、
診
療
所
の
窓
口
ヘ
「
退

職
被
保
険
者
証
」
を
提
出
し

て
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

退
職
被
保
険
者
本
人
の
場
合

は
医
療
費
の
二
割
。
家
族
は

外
来
三
割
、
入
院
二
割
の
負

担
で
す
み
ま
す
。
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O
退
職
者
医
療
制
度
の
手
続
き

年
金
受
給
権
の
発
生
に
と
も

な
い
、
本
人
に
「
年
金
証
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
金
証

書
を
受
け
と
っ
た
ら
、
役
場

の
国
保
の
係
へ
十
四
日
以
内

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
証
書
②
保
険
証
③
印

か
ん

一く
ら
し
と
税

一

高
齢
者
や
障
害
を
も
っ

方
の
税
の
優
遇
措
置

高
齢
者
や
障
害
を
も
っ
方
に
は
、

税
金
面
で
い
ろ
い
ろ
な
持
典
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
内
容
を
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
v
7
0

高
齢
者
の
場
合

O
所
得
税
の
老
年
者
控
除

六
十
五
歳
以
上
の
方
で
所
得
金

額
が
千
万
円
以
下
の
場
合
は
、

所
得
金
額
か
ら
五
十
万
円
が
差

し
引
か
れ
ま
す
。

O
公
的
年
金
等
控
除

公
的
年
金
や
思
給
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
収
入
金
額
か
ら
、
公

的
年
金
等
控
除
額
が
差
し
引
か

れ
ま
す
。

O
マ
ル
優
な
ど
利
子
の
非
課
税

六
十
五
歳
以
上
の
人
は
、
マ
ル

優
、
特
別
マ
ル
優
、
郵
便
貯
金

の
利
子
に
つ
い
て
の
非
課
税
制

度
を
利
用
で
き
ま
す
。

障
害
を
も
っ
人
の
場
合

O
所
得
税
の
障
害
者
控
除

納
税
者
本
人
が
障
害
者
で
あ
る

と
き
は
、
障
害
者
控
除
と
し
て

二
十
七
万
円
(
特
別
障
害
者
は

三
十
五
万
円
)
を
所
得
金
額
か

ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

O
相
続
税
の
障
害
者
控
除

相
続
人
が
障
害
者
の
場
合
、
七

十
歳
に
達
す
る
ま
で
の
年
数

一

年
に
つ
き
六
万
円
(
特
別
障
害

者
は
十
二
万
円
)
が
障
害
者
控

除
と
し
て
相
続
税
額
か
ら
差
し

引
か
れ
ま
す
。

O
特
別
障
害
者
に
対
す
る
贈
与
税

の
非
課
税

特
別
障
害
者
の
生
活
費
な
ど
に

充
て
る
た
め
に
、

一
定
の
信
託

契
約
に
基
づ
き
特
別
障
害
者
を

受
益
者
と
す
る
財
産
の
信
託
が

あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
信
託
受

益
権
の
価
額
の
う
ち
、
六
千
万

円
ま
で
は
贈
与
税
が
か
か
り
ま

せ
ん
。

。
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
に

基
づ
く
給
付
金
の
非
課
税

市
町
村
な
ど
、
地
方
公
共
団
体

が
条
例
に
よ
っ
て
実
施
す
る
、

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
に

基
づ
い
て
支
給
さ
れ
る
給
付
金

に
つ
い
て
は
所
得
税
が
か
か
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
給
付
金

を
受
け
る
権
利
を
相
続
や
贈
与

に
よ
っ
て
取
得
し
た
場
合
も
相

続
税
や
贈
与
税
は
か
か
り
ま
せ

ん。

O
マ
ル
優
な
ど
利
子
の
非
課
税

高
齢
者
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、

マ
ル
優
、
特
別
マ
ル
優
、
郵
便

貯
金
の
利
子
に
つ
い
て
の
非
課

税
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

一募

集

V
学
生
募
集

学
校
名

波
方
海
員
学
校

国
立

修
業
内
容
内
航
船
舶
の
船
舶
職

員
(
船
長
、
航
海
士
、

機
関
長
、
機
関
士
)
の

養
成

修
業
年
限

2
年

募
集
人
員
専
修
科
約
別
名

入

学

資

格

高

等
学
校
卒
業
又
は

高
卒
同
等
資
格
以
上
の
者

選
抜
方
法
山
推
薦
に
よ
る
入
学
者

選
抜
(
書
類
審
査
、

適
性
検
査
、
面
接
)

山
一
般
入
試
に
よ
る
入

学
選
抜
(
国
語

I
、

数
学

I
、
英
語

I
)

出
願
期
間
推
薦
叩
月
1
日
か
ら

日
月
5
日
ま
で

一
般
入
試

日
月
1
日
か
ら

日
月
幻
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
先
〒
七
九
九
l
二
一

愛
媛
県
越
智
郡
波
方
町
波
方

波
方
海
員
学
校
教
務
課

(含

O
八
九
八
⑪
九
六
四

O
)

V
前
立
腺
検
診

受
診
者
の
募
集

対
象
者

川
内
町
に
在
住
の
日
才

以
上
の
男
性

日
月
上
旬
を
予
定

無
料

健
康
セ
ン
タ
ー
へ
直
楼

申
込
む
か
地
区
実
践
会

を
通
じ
て
申
込
を
し
て

下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
健
康
セ
ン
タ
ー

(
含
⑬
二
一

九

一

有
線
五
八
三
三
)

日

時

受
診
料

申

込V
自
衛
官
募
集

応
募
資
格
問
歳
以
上
幻
歳
未
満

の
人

給

与

初

任

給

(

月

額

十

五

万

五
千
三
百
円
)
、
期
末

勤
勉
子
当
の
ほ
か
、
職

務
や
勤
務
条
件
に
よ
り

各
種
手
当
支
給

衣
食
住
食
事
・
宿
舎
費
無
料
の

ほ
か
被
服
等
も
す
べ
て

無
料
で
支
給
又
は
貸
与

特
別
手
当
任
期
制
隊
員
に
は
、

特
別
退
職
手
当
を
支
給

問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
松
山
募

集
案
内
所
(
含
⑪
三

O

四

O
)
又
は
役
場
総
務

課
(
含
(
智

一二
二
二
)

に
J



V
ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会

受
講
生
募
集

科対

就
業
を
希
望
す
る
女
性

ワ
ー
プ
ロ
(
日
商
3
級

を
目
標
)

日
月
お
日
開

1
1
月
初

日
刊
ま
で
の
聞
の
白
日

(
士
、
日
及
び
祝
祭
日

を
除
く
)
毎
日
9
時
叩

分
か
ら
同
時
叩
八
万
ま
で

松
山
市
山
越
町
四
五

O

県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

叩
名

無
料
(
教
材
費
一
部
自

己
負
担
)

県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

日
月
日
日
開
、
日
日
仰

の
2
日
間
に
限
る

申
込
方
法
印
鑑
持
参
の
上
、
松

山
市
山
越
町
四
五

O
の

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン

タ
ー
(
含
⑮
二
二

O
二

ヘ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

目象

日

時

.6. 

= 

場

{
疋
昌
円

受
講
料

主

催
申
込
日P 

本目

5炎

電
話
で
無
料
相
談

「行
政
書
士
一

一
O
番
」
開
設

開

設

日

時

叩

月
3
日
1
叩
月
5

日
ま
で
の

3
日
間

用
金
土
寸
周
到

3
土
寸

1
6
寺
t
P

R
H
U三
日
円
ロ
ロ
円
H

4

1

門口

1
1
円
H
z
c
v

相
談
内
容
日
常
生
活
に
身
近
な

官
公
署
に
提
出
す
る
書

類
や
権
利
義
務
お
よ
び

事
実
証
明
に
関
す
る
書

類
等
の
相
談

電
話
番
号
愛
媛
県
行
政
書
士
会

(
包
⑬
一
四
四
四
)

一も
よ
お
し
一

... 
--. '94 
1秋

のス
一花
ア
イ

J'¥ 
ル

日

時

日
月

1
日、

2
日
の
2

日
間

重
信
町
大
字
下
林

士易

所

愛
媛
県
花
き
総
合
指
導

セ
ン
タ
ー

花
の
種
・
ポ
ッ
ト
苗
プ

レ
ゼ
ン
ト

・
園
芸
教
室

花
き
展

・
ふ
る
さ
と
市

コ
ー
ナ
ー
、
パ
ザ

i
、

フ
ラ
ワ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
、
園
芸
資
材
展
、
花

と
緑
の
相
談
コ

ー
ナ
ー

い
け
ば
な
展
、
押
し
花

展
、
ハ
ー
ブ
展
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
花
き
総
合
指
導

セ
ン
タ
ー

(
含
⑬
五
八
六
七
)

内

.，.宏、
台

~ 

ぞ
れJ

L; 
て?
す
ガ、

V
平
成

6
年
度

後
期
技
能
検
定
試
験

受
検
資
格
職
業
訓
練
歴
、
学
歴

等
に
よ
り
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
検
定
職
種

に
つ
い
て
の
実
務
経
験

年
数
が
必
要
で
す
。

実
施
職
種
パ
ン
製
造
、
和
裁
、

建
築
大
工
、
配
管
、
機

械
製
図
等

臼
職
種
間
作
業

実

施

期

日

ロ

月
9
日
幽
か
ら
2

月
初
日
間
ま
で
の
聞
に

お
い
て
愛
媛
県
職
業
能

力
開
発
協
会
が
指
定
す

る
日

実
施
場
所
同
協
会
が
指
定
す
る

場
所

受

付

期

間

日

月

3
日
聞
か
ら
叩

月
日
日
制
ま
で

受
検
手
数
料

実
技
試
験

一
三
、
八

O
O円

以
内

学

科

試

験

二

、
六

O
O円

受
検
申
請
書
の
請
求
友
ぴ
提
出
先

松
山
市
三
番
町
四
丁
目
十
の

一

愛
媛
県
職
業
能
力
開
発
協
会

(
包
⑪
五
八
八
五
)

V
愛
媛
県
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

最
低
賃
金

1
日
四
、
三
八
六
円

1
時

間

五

五

O
円

実

施

日

刊

月

1
日
か
ら
実
施

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
基
準
局

賃
金
課

(
宮
⑫
二
一

O
一
)

松
山
労
働
基
準
監
督
署

(
宮
(
⑪
五
八

一
一
)

n
h
u
 

V
全
国
防
犯
運
動

E

街

E

う

の

×
で
ろ
心

一間一

な

く

安

一概一

ん
つ

一個一

み



V
労
働
保
険

働
く
み
ん
な
の

サ
ボ
ー
タ
|

j
事
業
主
の
皆
様

労
働
保
険
の
加
入
は

お
す
み
で
す
か
j

労
働
省
で
は
、
叩
月
1
日
か
ら

叩
月
剖
日
ま
で
を
「
労
働
保
険
適

用
促
進
月
間
」
と
定
め
、
労
働
保

険
の
未
加
入
事
業
場
の
解
消
を
全

国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
わ
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

労
働
保
険
に
つ
い
て
の
ご
相
談

お
問
い
ム
ロ
わ
せ
は

松
山
労
働
基
準
監
督
署

(
含
⑮
五
八
一
一
)

松
山
公
共
職
業
安
定
所

(
含
⑫
一

O
一
O
)

v
m月
は

「
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
」

超
高
齢
社
会
の
到
来
を
迎
え
る

中
で
、
豊
か
で
活
力
の
あ
る
社
会

を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
高
年
齢

者
が
そ
の
豊
か
な
キ
ャ
リ
ア
・
技

能
等
を
活
か
せ
る
よ
う
な
、
日
歳

ま
で
の
継
続
雇
用
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

V
自
治
大
臣
へ
の

提
案
フ
ァ
ッ
ク
ス

設
置
の
お
知
ら
せ

こ
の
度
自
治
省
で
は
、
広
く
国

民
の
皆
様
か
ら
、
地
方
公
共
団
体

や
地
方
自
治
に
関
す
る
制
度
を
は

じ
め
、
地
方
税
、
地
方
財
政
、
選

挙
制
度
、
地
方
公
務
員
、
消
防
、

ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
へ
向
け
た
地
域

活
性
化
な
ど
、
地
方
行
政
に
対
す

る
自
治
大
臣
へ
の
積
極
的
な
提
言

を
い
た
だ
く
た
め
、
「
自
治
大
臣

へ
の
提
案
フ
ァ
ッ
ク
ス
」

|
ふ
る

さ
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま

し
た
。寄

せ
ら
れ
た
提
案
の
中
で
、
具

体
的
提
言
を
含
む
も
の
に
つ
き
ま

し
で
は
、
自
治
省
で
検
討
を
行
い
、

行
政
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
し

て
お
り
ま
す
。

国
民
か
ら
の
意
見
を
直
接
聴
く

試
み
は
、
国
民
の
声
を
行
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
に
も
意
義
深
い
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
積
極
的
な
提
言
を
わ
願
い
し

ま
す
。な

お
、
本
件
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
名
称

「
自
治
大
臣
へ
の
提
言
フ
ァ
ッ

ク
ス
」

ー
ふ
る
さ
と
フ
ァ
ッ
ク
ス

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

(
合

O
三
!
三
五
八
一
l

六
九
八
七
)

受
付
時
間

午
前
9
時
1
午
後
6
時
ま
で

(
士
、
日
、
祭
日
を
除
く
)

で
き
れ
ば
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ

問
い
合
わ
せ
先

自
治
大
臣
官
房
広
報
室
広
報
係

(含

O
三
l

三
五
九
一

1
0
二
七
九
)

V
年
金
住
宅
融
資

第
二
回
受
付
開
始

利
用
で
き
る
方

現
在
厚
生
年
金
保
険
の
加
入

者
で
、
加
入
期
聞
が

3
年
以

上
あ
る
方
(
国
民
年
金
の
保

険
料
納
付
済
期
聞
を
含
む
。
)

資
金
の
使
い
み
ち

新
築
住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・

建
売
住
宅
・
中
古
住
宅
の
購

入
お
よ
び
増
改
築
な
ど
の
住

宅
改
良
資
金
(
無
抽
選
・
先

着
順
)

融
資
金
額

所
要
資
金
の
別
%
以
内
で
、

最
高
二
、

O
二
O
万
円
ま
で

(
割
増
融
資
あ
り
)

融
資
利
率

年
四
・
四
O
M
W
(

一
般
貸
付
)

(利
率
に
つ
い
て
は
、
変
動

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
)

返
済
方
法

元
金
均
等
返
済
、
元
利
均
等

返
済
の
選
択
が
で
き
る
。

返
済
期
間

住
宅
の
種
類
に
よ
っ
て

5
年

か
ら
お
年

受
付
期
間

9
月
初
日
聞
か
ら
叩
月
凶
日

幽
ま
で
の
予
定

(
但
し
、
予
定
枠
が
あ
り
ま

す
の
で
枠
に
達
し
ま
す
と
締

切
り
ま
す
。
)

問
い
合
わ
せ
先

松
山
市
南
堀
端
町
五
番
地
七

制
愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会

(
包
⑪
七
六
六
七
)

V

国
の
教
育
ロ
ー
ン

利
用
で
き
る
方

次
の
学
校
に
入
学
・
在
学
さ

れ
る
方
の
保
護
者

・
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校

・
短
期
大
学
、
大
学
、
大
学
院

・
専
修
学
校
、
各
種
学
校
、
予

備
校
(
認
可
さ
れ
た
も
の
)

・
盲
学
校
、
聾
学
校
、
養
護
学

校
の
各
高
等
部

-
そ
の
他
職
業
訓
練
校
な
ど
の

教
育
施
設

融
資
の
概
要

融資額 学生生徒おl人につき 150万円以内

B年以内

返 済期間 交通遺児家庭むよび母子家庭の方に

ついては、1年の延長が可能です。

在半期間以内で冗金の据置がで、きま

据置期間 す。ただし最長 4年。
(ご返済期間に合まれます。)

保 吉正
(財)教育資金融資保証基金または保

証人(1名以上)
毎月冗利均等返済

返済方法 ボーナス月増額返済(ご融資額の2分

の1以内)、ステ yプ返済もできます。

(注)ステ yプ返済とは、ご返済額を途中で増額するもの。

問
い
合
わ
せ
先

松
山
市
三
番
町
六
丁
目
七
番
地
三

国
民
金
融
公
庫
松
山
支
居

(
含
⑪
六

一
四
八
)

17~ 
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三愛三チ 三 時 五千 五よ幸 と送 知電
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一 ノ、 ノ、
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五 四 四 四
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10月予防接種計画表

予防接種名 ホ。リオ生ワクチン投与 三穣 混 合 予 防 接 種 麻疹(はしか)予防接種

接種尽時 平成 6年10月6日(木) 平成 6年10月18日(火) 平成 6年10月21日(金)

午後 2 時~3 時 午後 2 時~3 時 午後 3 時~3 時 30 分

接 種 場 所 健康センター 2階集団検診室 健康センター 1階集団検診控室 健康センター 2階集団検診室

-平成 6年 9月末で 3カ月以上 4 -平成 6年 8月末で、 2歳以上 4歳 -平成 6年 9月末で 1歳 5カ月以

歳未満で、 2回服用していない 未満の 1期を 3回接種していな 上 6歳未満で、今までに麻疹に

対象者
乳幼児 い幼児 かかっていない者

• 1期終了後 1年以上たって 2期

接種していない 5歳 6カ月未満

の幼児

一-
-体温は会場で計ります。 -体温は会場で計ります。 -体温は会場で計ります。

-予防接種を受けますと28日は他 -予防接種を受けますと 1週間は -予防接種を受けますと28日は他

打l村一主寺家参事項品 I・ま母3予防接種を却す{)(..とができ

他の予防接種を受けることがで の予防接種を受けることができ

せん。 きません。 ません。

子健康手帳、印鑑

開会わせ先
予防接種に関して、ご不明な点、は、健康センタ一保健婦までお問い合わせ下さ"0

電話 66-2191 有線 5833

1 .ち;<，~ごみ 10月ごみ収集計画表
電話 66-4989

j青4帯センター有線 3130 

収集曜日 収 主義 地 t或 収集日又は収集変更日

I月・木 i 東谷 ・西谷(井内を除く)
10月10日(月)を

毎火水*木A 土井谷内 楢川 天神 鳥の子砧嘩団地 10月11日(火)に収集

金 北奥松方瀬・南川方 変更なし

週 土 日リ松j頼)11(鳥の子を除く)
変更なし

町筋(天神を除く)

2.ちえIfdいごみ ・資源ごみ

~X 集 1也 域 ガフス・~ピン類 空き缶等金物類 資源ごみ l 粗大ごみ

東谷・西谷(井内を除く)
10月 6日(木) 10月24日(月)

|一|天北一方神ー・南方・横灘団地 次回収集 次回収集
-南方・奥松瀬)11 10月14日(金) 10月25日(火)

予定 予定
前松瀬JlI(鳥の子を除く)

10月12日(水) 10月26日(水) 11月 12月

i一h筋内一一・(天土神主主を・一除滑くji)| 
10月20日(木) 10月27日(木)

O新聞・ダンボール・ 1升ビン・ビールビン・雑誌・布は資源ごみです10

oo --



第
日
記
回
愛
媛
県
精
神
保
健
大
会

「
心
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

~入場無料~

心
の
健
康
相
談
コ
ー
ナ

ー
、
パ
、
不
ル
展
示

④
体
験
発
表

問
い
合
わ
せ
先

松
山
市

一
番
町
四
丁
目
四
の
二

愛
媛
県
保
健
環
境
部

保
健
指
導
課

合
⑪
二
六

一二

日内場

時

日
月
初
日
同

。
寺
(
}
5

寺

川
内
町
中
央
公
民
館

①

式

典

②
心
の
健
康
大
学

講

師

川

上

哲

治

演
題
「
私
の
野
球
人
生
」

③
心
の
健
康
ま
つ
り

ふ
れ
あ
い
パ
ザ

l

展
示
・
即
売
コ
ー
ナ
ー

容所10月健康センターだより

[] 日必 11- 事 士易 plf H寺 間:0 

4 火 ヘルシ ーセミナー 健康センター 午前 10:00-11:30

リハビリ教室
5 水 健康センター 午後 1:30-3: 30 

「なんでもリハビリキ日談」

6 ホ; ポリオ生ワクチン投与 健康センタ 午後 2:00-3:00
ト一一i

11:火
基本健診結果説明会

健康センタ 午後 1:00-3:00
(未受診者健診)

育児相談 健康センタ 受付午前9・00-10:00 

14 金 -------一一一一一・ー ・

育 児学級 健康センタ 受付午後1:00-2 :00 

L一一一+ー

18 :火 三種混合予防接種 健康センター 午後 2:00-3:00

l歳 6ヶ月児・ 3歳児健診 健康セ ンタ 受付午後1:00-2:00

21 金

麻疹予防接種 健康センター 受付午後3:00-3:30

胃がん検診 受付午前8:00-9:30 

大腸がん検診 受付午前8・00-10:00
健康センタ←

受付午前8:00-10・00
28 金 子宮がん検診

乳がん検診 受付午前8:00-10:00 

ごころの健康相談 健康センター 午後 1:30-4:00

戸

籍

の

窓

(
八
月
受
付
分
・
敬
称
略
)

女
お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

t患 茶 下 市 茶 f呆 板 f主
堂 堂

団
f中 南 森

団
亡仁とゴ 地 屋 士易 地 免 戸

所

大 中 曽 中 同ロ1 討H 芝 j賓
我 之 f呆

里子 )11 音F 島 木 内 山青
議

誠 J申"ρ 幸 光 正
者

司 員リ 茂 茂 俊 4多 i亘

長 長 長

中内
男 女 女 男 男 女 男 男

聖iイ本売支あや 舞ま 康t玲れ 絢事 車員有 壮日
名前

平日宇 乃の 優ゅ 平じ t1tぉ 子ニ 人と 史し

6 6 6 6 6 6 6 6 
生

8 8 8 7 7 7 7 7 年
月

23 12 28 29 23 21 
日

-Rご
め
い
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

礎
調え

?可 て士主
ガ 道 ガ =口と仁コ f主

之
内 フ 車干 フ

音 ヤ ヤ
所

田 久 ザヰ土 屋 向 荘 久

中 大 福 渡 卦ニ七七 大 中目
氏

)11 西 刀K 吉日 原 政 原

房 政 カ f専 卜 文 ア
之 ヲ 四 ン 、y 名

?蔭 進 jレ 自日 コ 子 子

82 79 81 82 91 82 84 齢年

6 6 6 6 6 6 6 死
亡

8 8 8 8 8 8 8 
年月

28 26 16 17 10 5 2 日

中 大
刀福k 

j度 桑 大 本目
世

)11 西 音日 原 政 原
政 カ イ専 t宵±Ta← 

房 之 ヲ 四 文 1隆文 王
?悪 進 jレ 自日 勝 子

od 
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白
露
や
神
馬
の
た
て
が
み
濡
る
艶

田

中

乃

武

竹
薮
を
抜
け
る
小
径
や
ヘ
び
ぶ
ど

う

楠

治

子

山
葡
萄
狩
り
し
仲
間
よ
故
郷
よ

高
須
賀
茅
花

釣
り
上
げ
し
太
刀
魚
指
で
計
り
け

り

高

瀬

照

幸

11111111111111111111111111111111111111 

蔓
引
け
ば
揺
る
1
高
枝
や
山
葡
萄

高
須
賀
清
江

野
葡
萄
や
道
ひ
と
す
じ
の
雑
木
山

近

藤

千

春

太
刀
魚
の
又
す
べ
り
落
つ
樟
秤

戒

能

芙

沙

き
ら
き
ら
と
光
る
太
刀
魚
躍
ら
れ

け

り

小

倉

静

波

擾
か
り
し
齢
心
に
露
の
歩
々

渡

部

那

美

野
葡
萄
や
工
事
現
場
の
土
壌

池

川

水

穂

目
覚
め
よ
し
朝
露
ふ
ん
で
ゆ
く
径

和
田
寿
喜
枝

強
情
に
守
り
し
水
を
落
し
け
り

宮

内

竹

仙

許
し
合
ふ
仲
や
蝿
聞
け
る
宿

熊
田
慶
一

つ
く
ば
い
て
の
む
谷
水
や
山
葡
萄

中

川

蛍

舟

露
一
つ
一
つ
が
持
て
る
朝
日
か
な

池

川

蝿

谷

日刊リ一間一日
U

八
月
は
踊
り
に
わ
い
た
過
疎
の
里

都
築
登
貴
子

給
料
日
だ
か
ら
優
し
い
今
日
の
妻

高

橋

五

陽

日
暮
れ
時
憎
ら
し
い
程
吹
か
と
ま

リ

今

井

清

水

七
夕
の
飾
り
に
孫
等
知
恵
し
ぼ
り

渡
部
佐
久
良

異
常
渇
水
デ
ー
ト
楽
々
天
の
川

近

藤

十

歩

蚊
ふ
す
べ
を
仕
掛
け
牛
飼
う
父
想

う

平

岡

深

舟

優
し
い
な
水
送
ろ
う
か
便
り
来
る

篠
森
美
登
里

夏
祭
り
イ
ベ
ン
ト
競
う
市
町
村

佐
々
木
胡
舟

や
ぶ
蚊
と
ぷ
叩
い
て
お
化
け
も
つ

ら

い

役

山

本

ひ

ろ

志

墓
参
り
待
ち
う
け
て
い
た
蚊
か
迎

え

高

岡

艶

女

独
り
居
ヘ
蝉
が
景
気
を
つ
け
に
来

る

山

本

紫

芳

難
民
に
国
境
の
な
い
優
し
い
手

高
瀬
喜
撰
亭

十
月
例
会
ご
案
内

十
月

一
日
出
午
後
七
時
三
十
分
よ
り

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

〈題〉

①
響
く

②
料
理

③
お
宮

投
句
だ
け
で
も
結
構
で
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
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Z長 て花でが生しふろ流 のら象いと雲くガ に見涼ま f 
t しい白あ咲し てちでとま道、をるわが風ン今したをだ九 1V"t.. 
f 、る 体つ いてい に 、いもを谷思 。きも景パ年た谷求ま月 /¥ F了
5 最。はたている 見 流うな歩川い 異 た く に ナ は 。 川 め だ に →守
i後花、がいるのなれとくくぞな常 つ も 入 が 、 にで陽入 fJ 
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